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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
渡
芸
能
伝
承
機
構
で
は
、

国
の
事
業
を
活
用
し
『
伝
承
芸
能
の
機
能
を

活
か
し
た
集
落
の
賑
わ
い
創
生
』
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
過
疎
・
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て

「
集
落
の
祭
り
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
」

「
人
手
不
足
で
や
め
て
し
ま
っ
た
が
、
若
い

人
が
い
れ
ば
復
活
で
き
る
」「
祭
り
の
一
部

で
も
い
い
か
ら
手
伝
っ
て
欲
し
い
」
と
感
じ

て
い
る
集
落
が
大
学
生
を
一
定
期
間
受
け
入

れ
、
祭
り
の
稽
古
や
運
営
を
通
し
て
若
者
と

交
流
を
持
ち
、
集
落
の
活
性
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
学
生
の
参
加
に
つ
い
て
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
佐
渡
芸
能
伝
承
機
構
」
が
集
落
の
ル
ー

ル
や
祭
り
の
し
き
た
り
を
徹
底
し
、
集
落
と

大
学
双
方
の
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
か
ら
「
学
生
と
の

祭
り
に
よ
る
交
流
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
集
落
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「
佐
渡
が
好
き
だ
か
ら
ひ
ろ
う
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
取
り
組
む
、「
佐
渡
島
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
・
大
作
戦
」
は
今
回
で
３
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
、
河
川
や

森
林
へ
の
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
焼
き

は
、
佐
渡
に
住
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問

題
で
す
。
市
民
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
事
業
者
、
行
政
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

と
一
緒
に
な
っ
て
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
、
環

境
美
化
の
環
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
取
り

組
み
ま
す
。

日�

時　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）　

午
前
８
時

30
分	

集
合
／
午
前
11
時	

終
了
予
定　

集�

合
場
所　

真
野
活
性
化
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き

21
駐
車
場

内�

容　

県
道
両
津
真
野
赤
泊
線
（
真
野
〜
赤

泊
区
間
）
沿
道
の
ご
み
拾
い

方�

法　

ご
み
を
拾
う
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
数
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
を
し
ま
す

主
催　

佐
渡
市

お�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

10
月
27
日

㈪
ま
で
に
、
参
加
人
数
を
、
団
体
の
場
合

は
、
所
属
団
体
名
を
あ
わ
せ
て
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊	

雨
天
中
止　

当
日
実
施
の
有
無
の
確
認
先

市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課　
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清
掃
に
必
要
な
軍
手
、
長
靴
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、作
業
終
了
後
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　佐渡島
クリーンアップ・大作戦
11月3日（月・祝）開催

─人をつなぐ─　みんなで取組もう環境美化

佐渡市市民環境大学基礎講座・連携講座

第３回

大学生との交流が可能な
集落の祭りを
募集します！

国土交通省
「新たな公」による
コミュニティ創生支援
モデル事業

大学生との交流の様子

集落の祭りを


